
学科名

科目名

科目区分 単位数 2 開講時期 2年前期

必修・選択
の別

担当者
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到達目標

（シラバスから）

日程と内容

70%
0%
0%
0%
30%

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 97 名
定期試験
受験者数

93 名 合格者数 93 名 合格率 100%

上記の不安を取り除くような工夫をしたい。当面，演習内容を学生実験などに関連づけて，具体的な問題解決がで
きる能力が身につくようにしたい。

高い評価であった。講義内容を精査したためであると考えられる，今後も，この方向で授業改善を進め，真の内容
の理解が進むように努めたい。

２０１３年度　前期 リフレクションペーパー

授業評価アンケートも満足できる評価を得ていると考えている。しかし，教員が判断する満足度に比べ，「授業の
内容は理解できましたか。」の評価は低く，学生が理解度に不安を持っている。この不安を取り除く工夫が必要と
考える。

分析化学

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 

生物環境化学科

化学平衡の基本概念理解に時間をかけたため，試験の成績等からは化学平衡の考えはしっかり理解してもらった
と判断している。最終的に濃度計算ができるまでには講義以外の実験などで繰り返しの演習が必要と考える。

必修

河済博文

・ ある平衡定数を持つ化学反応の化学平衡式が記述でき、その中の化学種濃度の変化の方向が説明できる。
・ 酸、塩基、塩を含む水溶液のpHと化学種濃度が計算できる。
・ 錯形成平衡反応の反応式と平衡式が記述でき、溶液中の化学種濃度が計算できる。
・ 沈殿生成反応の反応式と平衡式が記述でき、溶液中の化学種濃度が計算できる。
・ 定量分析の基本である重量分析と容量分析に使われる化学反応式が記述でき、化学量論に従った濃度計算が
できる。

4/11　導入講義：授業の進め方と概要（科学の中での分析化学の位置付け、化学平衡とは何か）
4/16　溶解現象につき、水和イオンの構造から分子レベルで理解する。
4/25　化学種の濃度とイオン解離平衡につき学ぶ。
5/02　酸と塩基の定義につき学び、酸塩基の強弱と化学平衡の関係を理解する。
5/09　分子の電子構造が化学反応によりどのように変化するか学ぶ。
5/16　ｐHの定義とその計算方法
5/23　水溶液ｐHと化学種濃度の関係につき学ぶ。
5/30　中和滴定の仕組みと指示薬の働き、それを利用した容量分析につき学ぶ。
6/06　演習および解説
6/13　濃度の表示方法とモル濃度計算のコツ
6/20　配位結合、配位子、キレート効果など錯体の成り立ちについて学ぶ。
6/27　錯形成反応における化学平衡につき学ぶ。
7/04　錯形成反応における化学種濃度の変化につき学ぶ。
7/09　キレート滴定法／キレートの定義とその代表であるEDTAの機能やキレート滴定につき学ぶ。
7/18　定期試験（６０分）
7/25　期末試験解説および演習

実技

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習 計

0%
0%
0%
 

100%


